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兵庫といえば西播磨は古代製鉄神降臨伝承の地であり、
宍粟鉄・千種鉄の名が残る古代製鉄遺跡も数多い。
また淡路島は国生み神話の島 そしての製鉄関連 日本最
古最大級の鍛冶村といわれる五斗垣内遺跡が出土、そし
て埋蔵銅鐸の大量出となど日本の国づくりに大きな影響
を与えた島てもるある。
それら長年にわたる鉄関係発掘調査並びに成果整理に大
きく寄与してきた県立歴史博物館。
今回もど゛んな特別展になるのかと期待一杯で、出かけま
した。
今回の「兵庫の鉄の歴史をたどる特別展」 近々の成果展
示は特にありませんでしたが、兵庫の鉄の歴史がコンパク
トに要領よくレビュー展示されていました。きっちり、年代
別に並べられていれば、もとっとわかりやすいのにと。

また、中心となる展示品が残念ながらほとんど他府県から
の借り物で、かつての歴史博物館のしんぽや特別展を知る
者には意外な製鉄の歴史レビュー重視の展示。小フロワー
での展示でやむおえなかったのかもと。

かつて、特別展や播磨地方のたたらたたら遺跡の資料や
調査報告会などに出かけた博物館でしたが、
播磨町大中に県立考古博物館が開設され、発掘調査研究
のセンターがそちらに移って、
元気がなくなっていた県立歴史博物館。
うれしい博物館健在を示す久しぶりの特別展でした。
今後も新しい知見の公開展示に期待しています
説明に今回展示の図録を使わせてもらいました
取扱いご留意お願いします

2024.10.16. From Kobe  Mutsu Nakanishi
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説明に今回展示の図録を使わせてもらいました
取扱いご留意ください。



https://infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron13.pdf


別の意味で私には一番興味があった
「先大津阿川村砂鉄洗取之図」

かつての赴任地山口の周辺がこの絵図に描かれていて、白須た
たらの地を含め、Photo記録したことがあり、また絵図も山口市
で開かれた展覧会で見たことがあり、思い入れがある絵図。

山口県東部の山中にある江戸時代のたたら「白須たたら」の製
鉄工程が最初の砂鉄採取から最後の針金製品になるまでの工程
を絵図で解かりやすく描いた全長46mにもなる長い絵図。
今回の展示では「先大津阿川村砂鉄洗取之図」の表記に関係し
た砂鉄採取の場面は巻物の中でしたが、久しぶりに真っ赤な炎
を上げるたたら炉の姿を見ることができました。

(和鉄の道・Iron Road 2004年9月)
「先大津阿川村山砂鉄洗取之図」の周辺で
   江戸末期長門の白須たたら製鉄工程絵巻
https://infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron13.pdf

この絵図は山口県北東部山中の「白須たたら」の全工程を描い
た絵図。たたら製鉄全工程が詳細に描かれている貴重な絵図で、
特に炎をあげる製鉄炉がりリアルに描かれ、有名に。
今回の展示でも、絵巻の「真っ赤な炎を上げるたたら炉」の場
面が、たたら製鉄工程の一部場面が切り取られ
パネル展示されていました。
久しぶりの出会いになりました。

今回の特別展図録より

https://infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron13.pdf


今回の特別展図録より



今回展示図録より



今回の展示での私の特記メモ 下記の通り。
◎展示すべてが、展示品のタイトル表記のみで、「兵庫の鉄の歴史をたどる」の意図する表記解説がなかったのは
やっぱり不親切。初めて見る人には何でと…。もっとも図録には簡単な解説がかかれていましたが、・・・・・・・

◎国生み神話の淡路島で出土した弥生時代の後期の「日本最古最大級の鍛冶工房村」の位置付け評価が定まっていない。
地元の思いと出土した遺構・遺物が示すことがまだちぐはぐにみえる。
「鍛冶」には低温金切り加工の時代と高温変形を伴う鍛造の時代があるが、
「鉄器」という言葉が曖昧のまま使われている。
今回 五斗長垣内鍛冶工房遺跡とそれに続く高地性集落「舟木遺跡」の出土品を見ることが出来ました。
弥生後期淡路島の交易をも担った高地鍛冶集落遺跡舟木遺跡の出土鉄遺物穂見るのは初めて。
漁労を中心とした小さな製品でした。

◎近世のたたら製鉄が廃れた後の奥播磨深い森 森林鉄道が張り巡らされた林業が一大産業に
宍粟郡波賀森林鉄道 尾根の上から平野へ下る大きな川筋へ

森林鉄道網と共に何本ものインクラインがあったという。
森林鉄道のPhotoと共に 初めて波賀森林鉄道のインクライン跡のPhotoを見ました。
インクラインといえば京都のインクラインしか知りませんでしたが、尾根の頂か川筋へまっすぐ伸びるインクライン跡
日本各地にもたくさんあったのだろうと。

◎ 別の意味で私には一番興味があった「先大津阿川村砂鉄洗取之図」
かつての赴任地山口の周辺がこの絵図に描かれていて、白須たたらの地を含め、Photo記録したことがあり、
また絵図も山口市で開かれた展覧会で見たことがあり、思い入れがある絵図。
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何度が出かけた音水渓谷 宍粟の奥深い山中 たたらの山に こんな大き
なインクラインがあったという。波賀森林鉄道
地図で痕跡がみられるかもと探しましたがその痕跡はみつからず

今回の特別展図録より



https://www.yamareco.com/modules/yamareco/photodet
ail.php?did=1288583&pid=75f8365c4d7d6b6fc34be2332a
5c1c84
波賀森林鉄道中音水支線 廃線跡踏査（兵庫県宍粟市）より
何本もこの山にインクラインが問うのですが、地図からは見つけられませ
んでした

今回の特別展図録より
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https://www.yamareco.com/modules/yamareco/photodetail.php?did=1288583&pid=75f8365c4d7d6b6fc34be2332a5c1c84
https://www.yamareco.com/modules/yamareco/photodetail.php?did=1288583&pid=75f8365c4d7d6b6fc34be2332a5c1c84


今回の特別展図録より



◎国生み神話の淡路島で出土した弥生時代の後期の「日本最古最大級の鍛冶工房村」の位置付け評価が定まっていない。
地元の思いと出土した遺構・遺物が示すことがまだちぐはぐにみえる。

「鍛冶」には低温金切り加工の時代と高温変形を伴う鍛造の時代があるが、「鉄器」という言葉が曖昧のまま使われている。
今回 五斗長垣内鍛冶工房遺跡とそれに続く高地性集落「舟木遺跡」の出土品を見ることが出来ました。
弥生後期淡路島の交易をも担った高地鍛冶集落遺跡舟木遺跡の出土鉄遺物穂見るのは初めて。
漁労を中心とした小さな製品でした。
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和鉄の道・Iron Road  五斗長垣内遺跡 & 舟木遺跡掲載資料より



今回の特別展図録より



県立歴史博物館の役割をよく知ってもらいたくて、今回の特別展の展示概況説明に今回の図録を使わせてもらいました
取扱いご留意ください。

【参考】 文化庁 世界遺産「明治日本の産業革命」ガイドブック 製鉄・製鋼編「鉄がよくわかる本」
今回特別展会場でもらいうけました。ご興味のある方は下記リンクお知らせ
https://www.japansmeijiindustrialrevolution.com/conservation/pdf/aboutiron.pdf

https://www.japansmeijiindustrialrevolution.com/conservation/pdf/aboutiron.pdf
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お城の南側の喧騒がうそのようゆっくりとお城の北側を巡り、遅れた秋の訪れを楽しむ 2024.10.16.





【参考資料 和鉄の道2004】 「先大津阿川村山砂鉄洗取之図」の周辺で江戸末期長門の白須たたら製鉄工程絵巻
https://infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron13.pdf

今回の特別展 私に一番興味があったのは特別展の案内に使われた「先大津阿川村砂鉄洗取之図」
よく知る「白須たたら」全工程を描いた絵巻。
かつての赴任地山口県美祢・長門の周辺がこの絵図に描かれていて、白須たたらの現地を含め、
描かれている絵図の現地をたどってPhoto記録したことがある。
また、その後、山口市で開かれた展覧会でこの絵巻の展示があり、眺めたことも懐かしい。
思い入れ一杯の絵図に今回出会えるとの期待一杯。
また、何度も訪ねた佐用・宍粟・千種ほかそ奥播磨のたたら跡や淡路島など
兵庫の鉄の歴史が辿れるうれしい特別展。 久しぶりの県立博物館にも思い入れいっぱい。
姫路城のお堀端をぐるりとめぐる秋巡りも。 楽しい一日になりました。

https://infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron13.pdf
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